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Occidental music was in甘oduced into classrooms through governmental policy in the Meiji 
era, and went on to root as a part of Japanese society. In order to understand the process by 
which this occurred, we ex仕acted and inspected occidental music terms from volume 77 of 
“Music Mag包ine，＇’ Japan’s first technical music journal ( 1 890 to 1 894 Music Magazine Co., 
Ltd. “reprint edition”， The Research Institute for Publications) . We divided the ex釘·acted terms 
into six categories and examined two of those categories in this study: ( 1 )  instrument names and 
(2 )  terms related to 出e classification of instruments. As a result, we saw that in translating the 
names of musical instruments into Japanese, names were chosen following Japan’S  indigenous 
ins位uments and 仕iat instruments were classified based on the terms already used for Japanese 
回ditional music and dance. This study also reveals that occidental music took root in Japan by 
being absorbed into Japan’S 位aditional music culture. 
【キー ワ ー ド 】
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洋楽の 導入か ら 1 世紀以上 の 月 日 が流れた。 今や 日 本 の社会や学校教育 の 現場 で は洋楽が 中 心で、
そ の様子 は、 あ た か も 洋楽がず っ と 以前か ら 日 本固有 の 音楽文化 と し て 存在 し て き た の で は な い か、
と 錯覚す る 程で あ る 。 し か し 、 洋楽導入が忘 さ れた 当 時 の 日 本 の 社会 に は、 現在 と は全 く 異な る 音 楽
文化が あ り 、 そ の 頃 の 大多数 の 日 本人 に と っ て洋楽は全 く 未知 の音楽だ っ た の で あ る 。 人 々 が時代 の
必然 に 追わ れ、 洋楽 の 導入 を 求 め た 時、 それ は一体 ど の よ う な過程 を 経て学習 さ れ、 社会 に 受 け 入れ
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ら れ て い っ た の だ ろ う か 。 本論 は 、 日 本 の 音楽専 門雑誌第 1 号 で あ る 『音楽雑誌』 （音楽雑誌社、
1 890・ 1 894） の 復刻版 （出版科学総合研究所、 1 984） 全77巻 に 基 づ い て 、 そ の 中 か ら 音 楽用 語 を 取 り
出 し 、 それ ら が時代 の 経過 と と も に ど の よ う に変化 し 、 日 本 の 社会 に 定着 し て ゆ く の か、 そ の 過程 を
見て ゆ く こ と に す る 。
な お 、 こ れ ま で に 刊行 さ れ た 日 本 の 洋楽史 の 文献 に つ い て は、 三浦俊三郎 著 『本邦洋楽変遺史』
（ 日 東書院、 1 9 3 1 ) 、 堀 内 敬三著 『音楽五十年史』 （鱒書房、 1 942） お よ び 『音 楽明 治百年史』 （音楽之
友社、 1 968） 、 園部三郎著 『音楽五十年』 （時事通信社、 1 950） 、 塚原康子著 『十 九 世紀 の 日 本 に お け
る 西洋音楽 の 受容』 （多賀 出版、 1 993） を 始め 、 複数 の著書や論文が あ る が、 楽語 の み に 焦点 を 絞 っ
た文献や論文は見つ け ら れな か っ た。 ゆ え に、 本論文 と 同様 の主 旨 を持つ 先行研究はな い も の と 捉 え、
進 め て ゆ く こ と に す る 。
I . 明治以前か ら 明治初期 に お け る 洋楽導入
ま ず、 日 本 に お け る 洋楽導入 の変遷 に つ い て簡潔 に触れてお く 。
最初 に 我が 国 へや っ て来 た 洋楽 は、 天文 18年 ( 1 549） 、 イ エ ズス 会宣教師 フ ラ ン シ ス コ ・ ザ ビ エル
Francisco de  Xavier ( 1 506～ 1 552） に よ る キ リ ス ト 教 の伝来 と と も に 、 宗教音楽 と し て 渡 っ て来 た も
の で あ る 。 布教が進む に従 っ て、 日 本人 の 中 か ら も 積極的 に洋楽 を 学 ぼ う と す る 者が現れ、 当 時、 安
土 と 有馬 に 設立 さ れ たセ ミ ナ リ ヨ （小神学校） では 「唱歌」 お よ び 「器楽」 の 教育が行なわ れ た と い
う 記録が残 っ て い る （ I i 。 し か し 宗教 を 伴 っ た 洋楽受容は、 キ リ ス ト 教 の禁教、 宣教師 の 国外追放、 徳
川 幕府 に よ る 鎖国 政策、 さ ら に は信者へ の 迫害な ど に よ っ て 中 断 を 余儀な く さ れ、 日 本 に お け る 洋 楽
教育 は－.§.断絶す る 。
鎖 国 か ら 約 200 年 が 経 過 し 、 諸 外 国 か ら の 求 め に 促 さ れ た 徳 川 幕 府 が 、 嘉 永 7 年 （ 安 政 元 年 ）
( 1 854） に 開 国 を 決断す る と 、 洋楽 は西洋式軍事体勢整備 の 一端 と し て 、 軍隊 の 信号用 ト ラ ン ペ ッ ト
や軍楽 の 中 に積極的 に取 り 入れ ら れ る 。 さ ら に、 明治政府は 「西洋か ら 学べ」 と い う 姿勢 を 強 く 打 ち
出 し 、 ま た諸外国 と の 外交が盛ん に な る に従 っ て、 洋楽は軍楽隊だ け で な く 宮内庁雅楽部 に も 導入 さ
れ る に 至 っ た。
洋楽は教育 の 分野 に も 積極的 に導入 さ れた。 明治 5 年 ( 1 872） に新学制 が発布 さ れ る と 、 小学校 に
「唱歌J 、 中 学校 に 「奏楽」 が取 り 入れ ら れ る が、 当 時 の 日 本 に は ま だそれ を 教 え ら れ る 人材 も そ の方
法論 も な く 、 「賞分 コ レ ヲ 触 ク 」 と さ れ 山 、 授業 の実施 に は至 ら な か っ た。 し か し 明治 7 年 ( 1 874） 、
当 時、 愛知師範学校長で あ っ た伊漂修二 ( 1 8 5 1～1 9 1 7） ら 3 名 川 が、 諸外国 の 状況 を 知 る た め 、 政府
に よ り ア メ リ カ 留学 を 命 じ ら れ、 明治 l l 年 ( 1 878） に 欧米式 の 唱歌教育法 を 学ん で帰国す る と 、 日 本
の 音楽教育課程 は急速 に 整 え ら れた。 明 治 1 3年 ( 1 880） に文部省 内 に音楽取調掛が設置 さ れ、 音楽家
や唱歌教員 の養成が始め ら れ る と 、 それ に伴 い 全国 の 小 中 学校 に お い て洋楽教育が開 始 さ れ る こ と に
（ ！ ） 平凡社 『 日本音楽大辞典』 p.569 「ク ラ ヴオ 」
m l書官？をさ議��t；：�11干謀議時議船見�wit��：：話的1i5�2'ぷ）？主主音楽学校第八代校長と
なる高嶺秀夫 ( 1 854～ I Y I O） の 2 人。
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な る 。
だが、 洋楽が一般社会 に抵抗な く 受 け入れ ら れた か と 言え ば、 そ う で はなか っ た。 政府の方針 に よ っ
て一方的 に 導入が進め ら れた洋楽は、 それ ま で 人 々 が馴染ん で い た邦楽 と は あ ま り に も 違 い が大 き く 、
日 本 の 一般社会 に す ぐ に は定着 し な か っ た。 し か し 明治 1 6 年 ( 1 883） に 新 し い 外交 ・ 社交 の 場 と し て
東京 日 比谷 に 鹿鳴館が落成す る と 、 西洋舞踏 の 伴奏 と し て演奏 さ れ る 吹奏楽が 人 々 の 耳 を 捉 え 、 そ の
後、 園遊会や祝賀会、 ま た運動会 な ど の 屋外 の娯楽行事 の 際 に 吹奏楽が演奏 さ れ る こ と が流行す る 。
当 時、 吹奏楽 と 言え ば陸海軍 の 軍楽隊が演奏す る も の で あ っ た が、 吹奏楽団へ の 出 張依頼が増 え る に
従 っ て、 公的 な楽隊で あ る 軍楽隊が全 て の 要請 に 答 え る こ と は不可能 と な り 、 明 治 1 9 年 ( 1 886) 1 1 月
に は、 つ い に 軍楽隊出 身者が 中 心 と な っ て、 初 の 営利企業 と し て の 民 間 吹奏団 「東京市 中 音楽会」 を
立 ち 上 げ、 僧 え る 需要 に 対応す る こ と に な る 。 ま た、 吹奏楽 の 派手な音響は広告宣伝 に も 利用 さ れ、
日 清戦役 の 頃 に な る と そ の 人気 は ま す ま す高 ま っ たが、 一方で は 吹奏楽 人気 に 乗 じ 、 に わ か仕込 み の
楽士 ら が旋律 と リ ズム だけ の粗悪な洋楽 も ど き を 聞 か せ る 怪 し げな楽隊 も 増 え た。 し か し 洋 楽 を 本質
的 に は理解 し て い な い 当 時 の 民衆 に は、 む し ろ そ の方が受 け入れ易 か っ た よ う だ。
吹奏楽だけ で な く 、 管絃楽、 合唱、 合奏、 独奏な ど の音楽会 も 、 当 時、 東京音楽学校 の 卒業式な ど
の機会 に 合わせ て 年 に 数回行なわ れ た が、 そ の 回数は は な は だ少な く 、 聴衆は ほ と ん ど 集 ま ら な か っ
た よ う だ。 と も すれ ば会場 の 入 り 口 で 小使 い の 者が通 り がか り の 人 を 呼 び止 め 、 頼ん で 聞 い て も ら う
程で あ っ た ら し い。 し か し 、 「文 明 開 化」 の 勢 い は 止 ま ら ず、 明 治 1 9 年 ( 1 886) 7 月 に 日 本最初 の 洋
楽振興機 関 で あ る 「大 日 本音楽会」 が生 ま れ る と 、 そ の 会員 ら で あ る 上流階級 の 裕福な 紳士淑女 と 外
国 人 60 人 を 加 え た 二百数十余名 が 中 心 と な り 、 洋楽 の音楽会や音楽練習会 が鹿鳴館や後楽園 で行 な わ
れ始め た。
以上 の よ う な洋楽受容状況 の 中 、 明治23 ( 1890） 年 9 月 、 本邦初 の音楽専門雑誌で あ る 『音楽雑誌」
第一号が創刊 さ れ る 。 すで に 日 本 に 本格的 に 洋楽が導入 さ れ始め て か ら 20余年 が経過 し て い た が、 上
記 の よ う に 洋楽 の 受容状況 は ま だ非常 に 暖昧で表面的 な も の で あ り 、 混沌 と し て い た た め 、 雑誌の 位
置づ け も 、 経営基盤 も 、 手探 り 状態 の 中 で の 創刊で あ っ た と 想像 さ れ る 。
II . 『音楽雑誌』 の 中 の音楽用語
1 . 『音楽雑誌』 に つ い て
日 本で最初 の 音楽専門雑誌で あ る 『音楽雑誌』 は、 明 治23年 ( 1 890) 9 月 、 裕福 な 家庭 に 生 ま れ た
し か ま と つ じ
熱心な音楽愛好家 の 四竃諦治 に よ っ て 創刊 さ れた。 途 中 、 明治29年 ( 1 896） に 四竃か ら 共益商社 に 経
営 を 移 し 、 『お む賀 く 』 と 名 称、 を変 え る が、 明 治3 1 年 ( 1 898) 2 月 発行 の 第八巻第二 号 （第七十七号）
ま で の 約 7 年半 に 渡 り 、 ほ ぽ毎 月 精 力 的 に 出版 さ れた。 雑誌 の 内容 は、 細 々 な が ら も 当 時徐 々 に 一般
社会 に 認知 さ れつ つ あ っ た 洋楽関連 の 項 目 、 例 え ば著名 人 の談話、 音楽理論 に 関 す る 講談、 楽器 の 奏
法、 西洋 の 音楽大家の 伝記な ど に 加 え 、 邦楽 に つ い て の項 目 、 作 曲 家 の 新作歌曲楽譜 の 発表、 音楽学
校 の 卒業式や音楽会 の 記事、 唱歌学校な ど の検定試験問題、 さ ら に は楽器や音楽関連著作物 の 広告な
ど、 非常 に 多 岐 に 渡 っ てお り 、 当 時 の 一般社会 の音楽状況 を 知 る 上 で、 貴重な 資料で あ る と い え る 。
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特 に 洋楽 の項 目 に つ い て は、 そ の繁 明期 に お け る 情報誌 と し て だけ で な く 、 教育的役割 も 担 っ て い た
と 考 え ら れ、 娯楽的 な記事 な ど よ り も 「音楽理論」 や 「和声学」 な ど、 非常 に 学 問 的 な記事 が多 い こ
と を 特筆 し て お き た い 叫 ｝。
2 . 『音楽雑誌』 調査の手順
音楽用 語 の 調査は、 以下 の 手順で行な う 。
① 『音楽雑誌』 全7 7巻 の 中 か ら 洋楽 に つ い て書かれた記事 に 焦点 を 当 て、 そ の 中 か ら 洋楽 に 関す る
と 思わ れ る 単語 を 抽 出 す る 。 そ の 際、 1 つ の記事 に、 同 ー の種類 の 単語が多 く 含 ま れ る 場合、 全
て を 合わせ て 1 語 と みなす （例 ： 第一音や第二音、 「いJ 調や 「 ろ J 調、 第一絃や第二絃な ど） 。
ま た 、 1 つ の 記事 中 、 同 じ 表記 の 語 は、 何度 出 て来て も 1 語 と み なす （ 「洋琴」 な ど の 単語が 1
つ の 記事 中 に い く つ あ っ て も l 語 と みなす） 。 た だ し 、 同 一 の 楽器 と 思わ れ で も 表記 が違 う 場合
（例 ： 「バイ オ リ ン」 と 「 ヴ ァ イ オ リ ンJ な ど） は全て取 り 上 げる 。 な お 、 今回 の 調査で は本文中
の 記事 の み対象 と し 、 「 目 録」 、 「演奏会、 入学、 卒業式、 祝典式 の 記事」 、 「広告」 は対象外 と す
る 。 ま た 、 「人物 名」 、 「作品名 」 、 「楽器 の部分、 部品名」 は抽 出 し な い。
②抽 出 し た単語は（ 1 ）楽器名 （例 ： 洋琴、 風琴な ど） 、 （2）楽器分類 （例 ： 管属楽器、 絃楽器 な ど） 、 （3 )
編成 ・ ジ ャ ンル （例 ： 管絃楽、 唱歌な ど） 、 （4 ）楽典 に 関す る 単語 （例 ： 和 声、 和絃な ど） 、 （5 ）演奏
に 関す る 単語 （例 ： 運指、 奏楽な ど） 、 （6）そ の他 に分類す る 。
それぞれ の 項 目 ご と の 単語数 と 全単語数 に対す る 割合 を 示す （表 1 ） 。
表 1 ： 項 目 ご と の 単語数 と 割合
分類環隠れ；ヤT ; � � 単語数 金体に対ずる割合
( 1 ） 楽器名 に 関 す る 単語 478 1 5 .5 % 
(2 ） 楽器分類 に 関 す る 単語 44 1 .4 % 
(3） 編成 ・ ジ ャ ン ル に 関す る 単語 429 1 3 .9 % 
(4 ） 楽典 に 関 す る 単語 1 ,80 1  58 .4 % 
( 5 ） 演 奏 に 関す る 単語 1 89 6 . 1 %  
(6 )  そ の 他 1 44 4 .6 6 % 
メ口入 計 3,085 1 0 0.0 % 
上記 の 手順で単語 を 選ん だ結果、 対象 と な る 単語 は 6 項 目 合わせ て 3,085語 と な っ た。
最 も 多 い も の は（4 ）の 楽典 に 関す る 単語で あ る 。 ま た、 最 も 少な い も の は（2 ）の楽器分類 に 関す る 単語
で あ る 。
m. 考察
今回 は上記 6 項 目 の 中 か ら 、 （ 1 ）楽器名 に 関す る 単語、 （2）楽器分類 に 関す る 単語、 の 2 項 目 の考察 を
行 う こ と にす る 。
(4) 『音楽雑誌』 では、 たびたび和声学や楽典、 音響学などの連載が組まれている．
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( 1 )  楽器名 に 関 す る 単語 に つ い て
『音楽雑誌』 の 全記 事 中 か ら 抽 出 さ れ た 楽掠名 に 関す る 単語 は478語で あ り 、 す べ て の 抽 出 単
語 の う ち 1 5. 5 % を 占 め る 。 た だ し 、 こ れ ら の 中 に は複数の 同一単語が 含 ま れ て い る た め 、 そ れ ら
を 1 つ に ま と め る と 、 楽 器 名 に 関 す る 単語は全部で 1 42諮 と な る 。 さ ら に 、 も と も と 同 一 の 楽 器
で あ る が様 々 な表記 （例 ． バ イ オ リ ン 、 ヴ ハ イ オ リ ン 、 ヴイ オ リ ン な ど） で 書 か れ て い た り 、 同
一楽器で あ る が音域が違 う こ と に よ っ て 異な る 表記 を さ れ て い る も の （例 ： 中 音サ ク ソ ホ ー ン 、
サ キ ソ ン ア jレ ト な ど） を 1 つ に 集約 し て い く と 、 全部で27種 （不明 の も の を 除 く ） の 楽器 に 分類
で き た。 こ れ ら の単語が含 ま れ る 記事 の 中 に は 、 記事の筆者 自 身 が 外 国 の 文 献 を 元 に し て記述 し
た と 思わ れ る 、 西洋音楽史の記事や 西洋の 音楽家 ら の伝記｛引 な ど も あ り 、 必 ず し も 全 て の楽器が
当 時 の 日 本 じ 仔在 し 、 人 々 の 目 に 触れた と い う わ け で はな い と 考 え ら れ る が、 少 な く と も 雑誌 上
で、 そ の よ う な 名 前 の 楽器 が あ る こ と が紹介 さ れ た こ と は事実で あ る 。
以下 に 、 上 記 分類で得 ら れ た 楽器27種 を 単語抽 出 数が多 い 順 に 示 す （表 2 ） 。
表 2 『音楽雑誌』 か ら 抽 出 さ れた楽器名 と その 数
/I町立 楽器の現代語 抽 出数 順位 楽器の現代語 抽 出数
1 オ ル ガ ン 1 32 1 2  チ ェ ロ 3 
2 ヴ ァ イ オ リ ン （ バ イ オ リ ン ） 1 02 1 2  鉄丑手 3 
3 ピ ア ノ 69 1 2  ハ ー プ シ コ ー ド 3 
4 ア コ ー デ イ オ ン 28 1 3  コ jレ ネ ッ ト 2 
5 ク ラ リ ネ ッ ト 1 8  1 3  コ ン ト ラ パ ス 2 
6 ト ラ ン ペ ッ ト 1 2  l :3 カ ス タ ネ ッ ト 2 
6 フ ル ー ト 1 2  [ c l ヴ ィ オ ラ
7 ト ラ イ ア ン グ ル g 1 4  コ ン サ ー テ ィ ー ナ
7 パ ス ド ラ ム 。 1 4  ト ロ ン ボ ー ン
8 シ ン バ ル 8 1 4 パ ス ー ン
8 ハ ー プ 8 l 』 l パ ン フ ル ー ト
9 ス ネ ア ド ラ ム 7 1 4  ホ ル ン
1 0  オ ー ボ エ 5 1 4  マ ン ド リ ン
I I  サ ク ソ フ ォ ー ン 不明 33 
ぷ�、 478  
上 の 表 を 見 る と 、 第 l 位 か ら 第 3 位 ま で を 占 め る オ ル ガ ン 、 ヴ ァ イ オ リ ン （ バ イ オ リ ン ） 、 ピ
ア ノ の 3 穫 の 数 が圧 倒 的 に 多 い こ と がわ か る 。 つ ま り 、 当 時の 日 本 で は 、 こ れ ら の 3 つ の楽 器 が
代表的な洋楽器 と し て認知 さ れて い た の で あ ろ う 。 こ の 3 つ の 楽器 に 関 し て は 、 明 治 の か な り 早
い 時 期 か ら 圏 内 で の 生産 が 開 始 さ れ て い る こ と も 、 一般への 普 及 の 大 き な 足 が か り と な っ た の で
は な い だ ろ う か （へ ま た第 4 位 の ア コ ー デ イ オ ン と 5 位 の ク ラ リ ネ ッ ト は、 地 方の 音 楽 隊 の 記事
の 中 な ど に 多 く 見 る こ と がで き 、 こ れ に つ い て は I で触れ た 、 当 時流行の 「音楽隊」 の影響が強
か っ た の で は な い か と 想像 さ れ る 。
(5) 「 バ ッ ハ 陣」 （第二号 pp. 1 3- 1 5） 中 にお け る 「大風琴」
(G） 明 治20>10前後か ら 、 オル ガ ン と ピ ア ノ は横浜の四川虎吉、 浜-YE の 山 主主JJ正繍が相次 いで製造を 始め、 ヴ ァ イ オ リ ン は :g,I:主屋の
鈴 木政吉が製造 を 始め て い る。
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次 に、 オル ガ ン、 ヴ ァ イ オ リ ン、 ピ ア ノ の 3 つ の楽器 に つ い て 、 表記 の 面か ら 見て み る 。 ま ず、
オル ガ ン を 示す単語 と し て抽 出 さ れた も の を 、 数の 多 い順 に 示す （表 3 ） 。
表 3 ： オルガ ン を 示す単語 と その数 （単語 に 閲 し て は原文の ま ま と す る 。 ）
順位 楽 器一 泊し 脅一 日々 ： 一 摘出数 順位 楽 錯三 一名 抽出数
1 風琴 62 7 小型の風琴 （ベ ビーオルガ ン）
2 オ ル ガ ン 26 7 舌笛風琴 （ リ ー ド オル ガ ン）
3 風琴 （オルガ ン） 1 6  7 清音風琴 （エ ンハルモニー ム）
4 ヲ ル ガ ン 5 7 ハ ー モ ニ ア ム
4 風琴 （お る がん） 5 7 ハ ー モ ニ ア ン
5 風琴 （ふ う き ん） 3 7 ハ ン ド オル ガ ン
6 大風琴 2 7 風琴 （ ヲ ル ガ ン）
7 ウ オ ー ル ガ ン 7 笛舌製風琴 （ リ ー ド オル ガ ン）
7 鍵舌笛風琴 （ リ ー ド オル ガ ン） 7 ベ ビ ー オ ル ガ ン
7 管製風琴
7 管製風琴 （パイ プオル ガ ン） ぷロ当、 計 1 32  
上記 の 表 を 見 る と 、 1 ～ 3 位 ま で の 「風琴」 、 「オル ガ ン」 、 「風琴 （オル ガ ン ） 」 の 3 つ で全単
語 中 の 78 % を 占 め て い る の が分か る 。 こ れ ら の よ う に 単 に 「風琴」 な い し は 「オル ガ ン」 な ど と
表記 さ れて い る も の は、 今 日 我 々 が一般 に リ ー ド オル ガ ン と 呼 ん で い る も の で あ る 。 一方、 第 1
位か ら 第 7 位 の ベ ビー オル ガ ン ま で20種類 の オル ガ ン は、 大 き く 見 る と オル ガ ン （ リ ー ド オル ガ
ン） 、 パ イ プオル ガ ン 、 ス ト リ ー ト オル ガ ン、 ハ ー モ ニ ウ ム 、 ベ ビ ー オル ガ ン の 5 種類 に 分 け る
こ と がで き る （表 4 ） 。
表 4 ： オルガ ン を 示す単語の分類
順位 楽器の現代語 摘出された単語
「風琴」 、 「風琴 （ふ う き ん） 」 、 「オル ガ ン」 、 「風琴 （ オ ル ガ
ン） 」 、 「 ヲ ル ガ ン」 、 「風琴 （お る が ん） 」 、 「 ウ オ ー ル ガ ン」 、
1 オルガ ン （ リ ー ド オルガン） 「鍵舌笛風琴 （ リ ー ド オル ガ ン） 」 、 「舌笛風琴 （ リ ー ド オル ガ
ン） 」 、 「風琴 （ ヲ ル ガ ン） 」 、 「笛 舌製風琴 （ リ ー ド オル ガ ン） 、
「清音風琴 （エ ンハルモニー ム ） 」
2 パ イ プオル ガ ン 「大風琴」 、 「管製風琴J 、 「管製風琴 （パイ プオル ガ ン） J
3 ハ ー モ ニ ウ ム 「ハ ー モ ニ ア ムム 「ハ ー モ ニ ア ン」
3 ベ ビー オ ル ガ ン 「小型の風琴 （ベ ビ ー オ ル ガ ン） 」 、 「ベ ビ ー オル ガ ンJ
4 ス ト リ ー ト オル ガ ン 「ハ ン ド オル ガ ン」
オル ガ ン類 の 中 で最 も 数が多 い の は オル ガ ン （ リ ー ド オル ガ ン） で あ り 、 全体 の 90 % 以上 を 占
め て い る 。 以下、 単語数 の 合計 の 多か っ た も の か ら 順 に考察す る 。
オル ガ ン （ リ ー ド オル ガ ン） に分類 さ れ る 単語 に は、 多数 の表記が見受 け ら れ る が、 最 も 多 い
の は単 に 「風琴」 と い う 表記 の も の で あ る。 た だ し 、 こ れ に は 「お る がんJ と 読 ま せ る も の と 、
「ふ う き んJ と 読 ま せ る も の と の 2 種類が あ り 、 た だ単 に 「風琴」 と だ け書 い て あ る 場合 に つ い
ては、 記事 の 書 き 手が こ の 単語 を 読者 に ど の よ う に 読 ま せ る つ も り で書 い て い る の か定か で は な
い。 ま た 、 「オル ガ ン」 と 読みがなが あ っ て も 、 書 き 方がひ ら がな の も の 、 カ タ カ ナ の も の 、 ま
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た、 単 に 「 ヲ ル ガ ン」 と 表記す る も の な ど さ ま ざ ま で あ る 。 一方 「 ウ オ ー ル ガ ン」 と い う 表記 も
あ っ た が、 こ れ は 全 77巻 中 た っ た 一度 し か現れな い こ と か ら 、 「お る がんJ の 亜流で あ る と 考 え
ら れ る 。 ま た、 リ ー ド オル ガ ン と 読みがな を 付 し て 、 漢字で 「鍵舌笛風琴」 、 「舌笛 風琴」 、 「笛 舌
製風琴」 と 表記 さ れた例 も 見 ら れ る 。 おそ ら く 楽器名 の和訳 の 際、 楽器構造 に 注 目 し た の だろ う 。
こ れ ら の 楽器は唱歌教育 に 最適 の も の と し て 明 治期 の 各小 中 学校へ積極的 に 設置 さ れた 事実が あ
る こ と か ら 、 洋楽 の 導 入 を 果た す上 で、 大 き な 役割 を 担 っ た と 言 え る で あ ろ う 。 な お 、 「清音風
琴 （ エ ン ハ ル モ ニ ー ム ） 」 は 、 明 治 の 物 理 学者 で あ っ た 田 中 正 平 ( 1 862～ 1 945） が 明 治 22 年
( 1 889） に発 明 し た純正調 オル ガ ン の こ と で あ る が、 単語が抽 出 さ れた 記事 の 書 かれ た 年代 に は、
そ の構造が リ ー ド オル ガ ン で あ っ た こ と が判 明 し て い る ので、 こ こ に 分類す る 山。
パ イ プオル ガ ン に 分類 さ れ る 単語 に は、 「大風琴」 や 「管製風琴」 な ど、 そ の 形状 と 楽器構造
を 示 し た も の が多 い。 読みがなで 「パイ プオル ガ ン」 と も 表記 さ れて お り 、 すで に 現在 と 同 じ 呼
び方で あ っ た こ と が判 る 。 ち な み に こ の単語は、 作曲家 の伝記や 西洋 の 教会 に つ い て の 言及が あ
る 記事 に 主 と し て 見 ら れ る 。
ハ ー モ ニ ウ ム に 分類 さ れ る 単語 は 「ハ ー モ ニ ア ンJ や 「ハ ー モ ニ ア ム 」 な ど で あ る 。 現在一般
に ハ ー モ ニ ウ ム と さ れ る 楽器 は、 そ の 構造 に お い て リ ー ド オル ガ ン が吸気式ふ い ごで あ る の に 対
し て 吐息式ふ い ごで あ る も の と さ れ て い る が、 当 時 の 日 本 に お い てそ こ ま で の 分類が あ っ た か は
疑わ し い。 ま た、 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 では両者 を 「ハ ー モ ニ ウ ム 」 と 呼ぶ と い う 習慣 も あ り 、 こ れ ら
の 単語が含 ま れ る 記事 を 書 い た 人物が、 ヨ ー ロ ッ パ経 由 の情報で記事 を 書 い た こ と に よ っ て、 リ ー
ド オル ガ ン を こ の よ う に 表記 し た と い う こ と も あ り う る 。 と も あ れ、 こ の 名 前が 当 時すで に 日 本
に 紹介 さ れて い た こ と は事実で あ る 。
ベ ビー オル ガ ン に 分類 さ れ る 単語は、 当 時 の 日 本 に お け る 複数 の オル ガ ン 製造所 に よ り 相次 い
で 販売 さ れた、 通常 の リ ー ド オル ガ ン よ り 小 さ い 、 小型 の オル ガ ン を 示 し て い る と 思わ れ る 。 こ
れ は輸入 さ れ た も の で は な い が、 当 時 の 日 本が洋楽 を 受容す る に あ た っ て 、 自 分遣 の 都合 の 良 い
よ う に 楽器 を 改造 し た も ので、 い わ ば和洋折衷楽器 と 言え る 。
ス ト リ ー ト オル ガ ン に 分類 し た 「ハ ン ド オル ガ ン」 に つ い て は、 単語 を 抽 出 し た 記事 の 1 つ の
中 で、 「 こ の 楽器 は オル ガ ン （ リ ー ド オル ガ ン） や ア コ ー デ イ オ ン と 混 同 さ れ て い る が別 の 楽 器
で あ る J と 書か れて い る 山。 実際、 『音楽雑誌』 の 記事 の 中 で、 ア コ ー デ イ オ ン や コ ンサー テ ィ ー
ナ な ど複数 の 種類 の 楽器 に 対 し て 「ハ ン ド オルガ ン」 と い う 表記が さ れ て い る 例 が見 ら れ、 当 時
こ の 名 称が一般 に か な り 広 い 楽器 を 示す単語 と し て使われて い た の で は な い か と 考 え ら れ る 。 な
お こ こ に は 明確 に ス ト リ ー ト オル ガ ン を 指す と 判 っ た 単語 の み を 分類 し た。
次 に ヴ ァ イ オ リ ン （バイ オ リ ン） に つ い て見て み る 。 単語抽 出 数 の 多 い 順 に 以下 に あ ら わ す。
(7） 単語が抽出された記事は、 明治23年発行の 『音楽雑誌』 第二号のp l 5 『清音風琴発明J 。 こ の楽器は ド イ ツ皇帝ヴィ ルヘルム
2 世の前でも演奏され． 当時 ド イ ツで活躍していた指揮者のハンス ・ フ ォ ン ・ ビ ューロ－ Hans von Bulow ( 1 830～ 1 894） に
よ り 「エンハルモニウムJ と名付け られた． なお、 その後明治25年 ( 1 892） には純正調パイ プオルガンを完成させている 。
(8） 明治24年 2 月 発行 『音楽雑誌』 第六号 pp. 1 7 - 1 8 「ア ツコルジョ ン」
(9） 明治24年 1 0月 発行 『音楽雑誌』 第二十五号 pp. 1 5-2 1 「吾妻琴」
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表 5 ウ‘ ァ イ オ リ ン （バイ オ リ ン） を示す単語 とそ の数 （単語 に 関 し て は原文の ま ま と す る 。 ）
順位 楽 器 名 抽出数 順位 楽 器 名 抽 出 数
1 バ イ オ リ ン 50 7 ヴ ァ 井 ヲ リ ン
2 ヴ ァ イ オ リ ン 7 7 ヴ イ オー リ ン
3 ヴ ヮ イ オ リ ン 6 7 ヴイ 才 リ ン
3 バ イ ヲ リ ン 7 高音鼓弓 （ バ イ オ リ ン ）
3 ヴ ァ イ オ リ ン 6 7 胡 弓 （ バ イ オ リ ン ）
4 ヴ ワ イ オ リ ン 5 7 バ イ オ ー リ ン
5 ヴ イ オ リ ン 3 7 ハ イ オ リ ン
5 ヴ イ オ リ ン 3 7 ブ ワ イ オ リ ン
6 ヴ ハ イ オ リ ン 2 7 洋胡 弓
6 バ イ オ リ 2 7 洋 鼓 弓
7 ヴ ワ オー リ ン
7 ヴ ァ イ オ リ ン i口:.. 言｜ 1 02 
ヴ ァ イ オ リ ン （ バイ オ リ ン ） の 表記は多岐に 渡 り 、 22通 り 見 ら れ る 。 こ の こ と は、 当 時の 日 本
人 が こ の 楽 器 の 発 音 と 表記 に い か に 苦労 し た か を 示 し て い る と 言 え よ う 。 し か し 、 そ れ ぞ れ の 違
い は、 ほ と ん ど些細 と 言 っ て も 良 い程度 の カ タ カ ナ表 記 の 差 で あ っ て、 多 く は 「 バ イ オ リ ン」 に
集約 さ れ る だろ う 。 ま た 、 漢字表記 と し て は 「高音鼓弓」 、 「胡弓」 、 「洋胡 弓」 、 「洋鼓弓」 な ど が
あ る が、 こ れ ら は 当 時邦楽器 と し て一般社会 に根付 い て い た 「胡 弓」 に ヴ ァ イ オ リ ン の イ メ ー ジ
を重ね合わせて い る 様子が伺 え 、 興味深い。
続 い て ピ ア ノ に つ い て 、 同様 に 単語抽 出 数 の 多 い ）II買 に記す （ 表 6 ） 。
表 6 ： ピア ノ を 示 す 単語 と そ の 数 （単語 に 関 し て は原文の ま ま と す る 。 ）
順位 楽 器 名 抽出数 順位 楽 器 名 抽 出数
1 洋琴 2 1  6 ビ ヤ ノ 2 
2 ピ ア ノ l 8 7 ピ ア ノ
3 ピ ヤ ノ 1 3 7 洋琴 （ゃ う き ん ）
4 戸I'琴 （ ピ ア ノ ー ） 「J 7 ピ ア ノ フ ォ ー ァ
5 ピ ア ノ ー 7 ピ ヤ ノ フ ォ ル 卜
5 洋琴 （ ピ ア ノ ） 3 メ口う、 69 
ピ ア ノ の 表記 と し て 最 も 多 い の は 「洋琴」 で あ る 。 2 番 目 は 「 ピ ア ノ 」 、 3 番 目 は 「 ピ ヤ ノ J
で あ り 、 以 上 の 3 つ で ピ ア ノ に 該 当 す る 抽 出単語 中 の 75 % を 占 め て い る 。 こ の こ と か ら 、 当 時す
で に ピ ア ノ に つ い て の 名 称 は か な り 固定 さ れ てお り 、 漢字表 記 で は 「洋琴」 、 カ タ カ ナ 表 記 で は
「 ピ ア ノ 」 ま た は 「 ピ ヤ ノ 」 が一般的だ、っ た と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 漢字表記の 「洋琴」 の 読み
方 と し て は 「ょ う き ん」 が 考 え ら れ る が、 「ぴあ の」 と 読みがなが付 さ れ て い る 場合 は あ っ て も 、
「 ょ う き ん」 と い う 読みがなが付 さ れ て い る 例 は な い。 お そ ら く 当 時 の 人 々 は 「洋琴」 と 表記 さ
れ て い た 場 合 は通常の読み方通 り 「ょ う き ん」 と 読んだが、 筆 者が あ え て 「 ぴ あ の 」 と 読 ま せ た
い 場合 に 限 っ て、 読みがなが付け ら れて い た の で はな い だろ う か。 ま た、 「 ピ ア ノ 」 と 「 ピ ヤ ノ 」
の 違 い に つ い て は、 日 本語の場合、 両 者 を 発音 し た 時 に 大 き な差 がな い こ と か ら 生 じ た表 記 の 差
で あ ろ う 。
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楽 器 名 に つ い て 単 語 表 出 数 に 基 づ い て 考察 し た 結 果 、 『音 楽 雑 誌』 が 出 版 さ れ た 明 治 2 3 年
( 1 890） か ら 明 治3 1 年 ( 1 898） に か け て の 日 本の 社会 に お い て 認知 度が高 か っ た 楽器 と 、 当 時そ
れ ら の 楽器が ど の よ う に 訳 さ れ、 表記 さ れて き た か が明 ら か に な っ た。 な お 、 抽 出 さ れ た 全 て の
単語 の 一覧 を 表 に 示す （別表 1 ） 。
(2 )  楽器分類 に 関す る 単語
次 に、 楽器分類 に 関す る 単語 に 注 目 す る 。 こ れ に 該 当 す る 単語 は、 音楽用 語全2,248語 の う ち 44
語 で あ る が （表 1 ） 、 洋楽導入 の 繁 明期 で あ っ た 当 時、 日 本国 内 に 洋楽器 に 関 す る 楽器分類体系
が あ っ た と は考 え に く く 、 こ れ ら の 多 く は、 当 時 の 一般社会 の慣例 的 な 分類 に 基づ く も の で あ る
と 考 え ら れ る 。 そ の 認識の 上で こ れ ら の単語 を 見 る と 、 当 時 の 人 々 が洋楽器 の 分類 に 対 し て以下
の 4 つ の 視点 を 持 っ て い た様子が伺 え る 。
①国や地域、 時代 に よ る 分類
②西洋 の慣例的 な 楽器分類 に 基づ く 分類
③楽器 の 演奏法 に よ る 分類
④そ の 他
以上 の 4 点 に注 目 し て、 考察 を 行な う こ と と す る 。
①国や地域、 時代 に よ る 分類
こ の 分類 に 該 当 す る 単語は全44語 中 6 語で あ り 、 「西洋楽器」 が 3 語、 「欧州楽器」 が 2 語、
「欧州管絃楽器」 が 1 語 で あ る 。 楽器 の 前 に 「西洋」 及 び 「欧州」 と 地域名 が付 さ れ て い る 。
な お、 日 本 の 楽器 に つ い て は 「 日 本楽器」 や 「吾邦楽器」 と い う 記述 が 目 立 つ。 一方、 江戸時
代 に 中 国 か ら 伝来 し た 「明 清楽」 の楽器は 「明清楽器」 と 呼 ばれ て お り 、 当 時 の 日 本 人 が国
や地域、 時代 に よ っ て楽器 を 分類 し て い た こ と が伺 え る 。
②西洋 の慣例的な楽器分類 に 基づ く 分類
こ の 分類 に 該 当 す る 単語 は 全44語 中 29語で あ る 。
こ れ ら を 「弦楽器 に 関す る 単語」 、 「鍵盤楽器 に 関す る 単語」 、 「管楽器 に 関 す る 単語」 、 「管楽
器 と 弦楽器両方 に 関す る 単語J 、 「そ の他の分類」 の 4 項 目 に 分類 し た も の を以下 に 示す （表 7 ） 。
表 7 ： 西洋の慣例 的な楽器分類 に基づく 分類 （単語 に 関 し て は原文の ま ま と す る 。 ）
分 緩 主槙 語 抽出数）
弦楽器 に 関す る 単語 「絃器」 、 「絃属祭器J 、 「絃祭器」 、 「絃祭器 （ い と が く き） J 、 1 2  「絃楽器 （ げん が く き） 」
鍵盤楽器 に 関 す る 単語 「有鍵築器」 、 「鍵築器」 8 
管楽器 に 関 す る 単語 「管楽器」 、 「管属祭器」 、 「管楽器 （ か ん が く き ） 」 、 「管 7 祭器 （ く だが く き ） J
管楽器 と弦楽器両方に関する単語 「管絃」 、 「管絃楽器」 2 
�』J 計 29 
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抽 出 さ れた 単語 の 表記 は さ ま ざま で あ る が、 も と も と 邦楽 の 分野 に は、 琴や 三味線、 胡 弓 な
ど 「絃 に よ っ て 音 を 出す楽器」 を 「弾 き も の」 、 纂築や竜笛 な ど 「管 に よ っ て音 を 出す楽器」
を 「吹 き も の」 と し て 分類す る 習慣があ り 、 洋楽導入以前か ら あ っ た こ れ ら の 分類 に 、 同様 の
発音原理 を 持 つ 洋楽器が 当 て は め ら れ て捉 え ら れ た の で は な い だ ろ う か 。 こ れ ら に 対 し 、 「鍵
盤楽器」 は 明 治期 ま で ほ と ん ど 国 内 に 存在 し なか っ た に も か か わ ら ず、 それ を 示す単語 は 8 語
抽 出 さ れ、 楽器分類 に 関す る 単語 の 中 では 2 番 目 に 多 く 見 ら れ た。 こ の こ と か ら 、 当 時新 し い
楽器で あ っ た鍵盤楽器類が、 如 何 に 人 々 に 受 け入れ ら れ て い た か が伺 え る 。 ま た 、 「鍵盤」 と
い う 言葉 は、 英語 の 「key board」 の 和訳が一般的 に使わ れ る よ う に な っ た も の と 思わ れ る 。
③楽器 の演奏法 に よ る 分類
こ の 分類 に 該 当 す る 単語は全44語 中 7 語で あ る 。 こ れ ら の 語は、 大 き く 「管楽器 に 関 す る 分
類」 と 「打楽器 に 関す る 分類J の 2 つ に分け ら れ る （表 8 ） 。
表 8 ： 楽器の演奏法 に よ る 分類 （単語 に 関 し て は原文の ま ま と す る 。 ）
分 類 .·: . · : j ；：：：�司会引い •• • • ... . .  · ;  .< ; 1，猶臨戦1t.単穏
「吹奏楽器J 、 「吹奏楽器 （ふ く が く き ） 」 、 「吹奏楽器」 、
「風管」 、 「風管的楽器」 、 「風器」
打楽器の 演奏 に 関 す る 分類 ｜ 衝突的楽器
抽出数
6 
A ロ
計 7 
「管楽器 の 演奏 に 関す る 分類」 に 含 ま れ る 単語 に は、 「吹奏」 と い う 言葉が多 く 見 ら れ る 。
「吹 奏」 と は、 雅楽で用 い ら れ る 用 語 の ひ と つ で あ り 、 管楽器 の 演奏や管楽器 を 含 む編成 （管
弦） の演奏 を 示 し た単語で あ る 。 すなわ ち 、 雅楽用語が洋楽 に転用 さ れた 一例 と 言 え る だろ う 。
ま た、 「風」 と い う 言葉 も 複数見 ら れ る 。 こ れは、 単 に 呼吸 に よ り 息 を 吹 き 込 む こ と を 「風」
に 例 え た 言葉 と も 言 え る が、 英語で管楽器 を 示す単語 「wind instrumentJ （風 の 楽器） が和 訳
さ れ、 一般 に 使用 さ れ る よ う に な っ た 可能性 も あ る 。
「打楽器 の 演奏 に 関す る 分類」 に 含 ま れ る 単語では、 「衝突的」 と い う 言葉が見 ら れ る が、
『音楽雑誌』 全巻 の 中 で た だ一度 し か 出 て来な い た め 、 お そ ら く 記事 を 書 い た 人物 の 主観的表
現で あ り 、 一般的な単語で は な か っ た の で は な い だろ う か。
④そ の他 の 分類
上述 の 3 つ の 分類 に 入 ら な い も の と し て、 「 自 鳴楽器」 と 「固 定音楽器」 の 2 つ の 単語 が、
各 1 つ ずつ抽 出 さ れた。 「 自 鳴楽器」 は本来体鳴楽器の こ と で あ る と 考 え ら れ る が、 『音楽雑誌』
の 中 で は 「 ト ロ ン ボ ン ベ ッ ト 」 と い う 楽器 を 示 し て使わ れて い る “ヘ 「固 定音楽器」 は オル ガ
ンや ピ ア ノ な ど、 ひ と つ の 場所 に 設置 し て使用 す る 楽器 の 総称 と し て使わ れて い る よ う だが、
一般的な分類用 語 と は 区別 さ れ る べ き だろ う 。
以上か ら 、 『音楽雑誌』 に 見 ら れ る 楽器分類 に は、 国や地域、 時代 に よ っ て分 け ら れ て い る
( 1 0） 『音楽雑誌』 第三十二号 p.6 「泰西音楽家小侍 （其三） J 参照．
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も のや、 楽器 の 形状 に よ る も の 、 演奏法 に よ る も の な ど複数 の 分類方法が あ り 、 それ ら を 表す
単語 に は、 雅楽用 語か ら 転用 さ れた も の が含 ま れ る こ と が判 っ た。 言葉 を 換 え れ ば、 日 本 に お
け る 洋楽器 の 導入は、 雅楽 の 土台 の 上 に 形成 さ れた と い え る だ ろ う 。
N. ま と め
以上 の 2 点 の調査か ら 、 洋楽導入期 に お け る 音楽用 語 に つ い て は、 以下 の よ う に ま と め る こ と がで
き る 。
1 . 楽器名 の 多 く は、 も と も と 日 本 に定着 し て い た邦楽器 に な ぞ ら え た り 、 そ の 形状や構造な ど を
想像 し やす い よ う な和 訳 がな さ れ た。 ま た、 洋楽導入期 に は l つ の 楽器 に 対 し て複数 の 名 称、が使
用 さ れて お り 、 そ の 表記 も 定 ま っ て い な か っ た が、 そ の 中 か ら 次第 に、 今 日 一般 的 に 洋楽器 の 名
称 と し て認知 さ れ て い る 名 称 に統一 さ れて い っ た。
2 . 楽器分類は、 国や地域や 時代、 西洋 の慣例的な楽器分類、 演奏方法な ど の視点 で行な わ れた 。
ま た 、 雅楽 に お け る 用 語が洋楽器 の 分類用 語 に 転用 さ れた例が見 ら れ、 洋楽導入 は邦 楽 の 基礎 の
上 に 成 さ れた も の と 判 っ た。
今 回 の 調査か ら 判 明 し た 上記 の 2 点か ら 、 明治期 の 人 々 が洋楽 を 導入す る 際、 試行錯誤 を 繰 り 返 し
た様子が認め ら れ た。 それ では、 こ れ ら の 用 語は い つ ご ろ 現在 の 形 に な り 、 日 本の 社会 に 定着 し た の
だろ う か。 今後 の 課題 に し た い。 ま た 、 今回取 り 上 げ ら れな か っ た（3）編成 ・ ジ ャ ン ル に 関す る 単語、
(4 ）楽典 に 関す る 単語」 、 （5 ）演奏 に 関す る 単語 に つ い て は 引 き 続 き 分析 を行 な う 。
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別紙 1 ： 音楽雑誌か ら 抽 出 さ れた楽器名一覧
楽器の現代語 『音楽雑誌』 中 での楽器の名称
手風琴、 ア ッ コ ル ジ ョ ン 、 ア ッ コ ー ジ ョ ン 、 ア ツ コ ル ジ ア ン 、 ア ッ コ ル ジ ョ
ア コ ー デ イ オ ン ン 、 ア ツ コ ル ジ ョ ン 、 ア ツ コ ル ジ ョ ン 、 エ ッ コ ー ヂ ヲ ン 、 ハ ン ド オ ル ガ ン 、手風琴 （ ア ッ コ ル ジ ョ ン ） 、 手風琴 （ ア ツ コ ル ジ ョ ン ） 、 手風琴 （ ア ツ ゴ ロ ジ
ヨ ン ） 、 ハ ン ト オル ガ ン
バ イ オ リ ン 、 ヴ ワ イ オ リ ン 、 ヴ ヮ イ オ リ ン 、 ヴ ワ オー リ ン 、 戸t UI 弓 、 高 音 胡
ヴ ァ イ オ リ ン （バイ オ リ ン） 弓 、 ヴ ァ イ オ リ ン 、 ヴア ィ オ リ ン 、 ヴ ァ イ オ リ ン 、 ヴ ァ ＃ ヲ リ ン 、 ヴ ィ オーリ ン 、 ヴ ィ オ リ ン 、 ヴ ィ 才 リ ン 、 ヴ ハ イ オ リ ン 、 バ イ オ リ 、 ハ イ オ リ ン 、 バ
イ ヲ リ ン 、 胡 弓 （ バ イ オ リ ン ） 、 ブ ワ イ オ リ ン 、 l'F鼓弓
ヴ‘ ィ オ ラ 中 音 鼓 弓 （テナー）
オ ー ボ エ 型店八、 勝八横笛
風琴、 オ ル ガ ン 、 大風琴、 管製風琴 （ パ イ プ オ ル ガ ン ） 、 オ ル カ ン 、 鍵 舌 笛
風琴 （ リ ー ド オ ル ガ ン ） 、 ウ オ ー ル ガ ン 、 オ ル カ ン 、 小 型 の 風 琴 （ ベ ビ ー オ
オ ル ガ ン ル ガ ン ） 、 舌笛風琴 （ リ ー ド オ ル ガ ン ） 、 清音風琴 （エ ン ハ ル モ ニ ー ム ） 、 ハ ー
モ ニ ア ム 、 ハ ー モ ニ ア ン 、 ベ ビ ー オ ル ガ ン 、 風琴 （ オ ル ガ ン ） 、 風琴 （ふ う
き ん） 、 風琴 （ お る がんに ヲ ル ガ ン
カ ス タ ネ ッ ト カ ス タ ネ ッ ト 、 仙鼓 （ カ ス 夕 子 ッ ト ）
ク ラ リ ネ ッ ト ク ラ リ 子 ッ 卜 、 ク ラ イ 子 ッ ト 、 ク ラ リ オ子 ッ 卜
コ ル ネ ッ ト コ ン 子 ッ 卜 、 コ ツ 子 ッ 卜
コ ン サ ー テ ィ ー ナ コ ン セ ル チ ナ
コ ン ト ラ パ ス コ ン ト ル パ ー ス
サ ク ソ フ ォ ー ン サ ク ソ フ ヲ ー ン 、 サ キ ソ ン ア ル ト
シ ン バル 小鉢 （サ ン バー ル） 、 サ ン バ リ ー
ス ネ ア ド ラ ム 小太鼓、 ピ ッ チ ケ ー ス
チ ェ ロ 低音鼓弓 （セ ロ ） 、 セ ロ
鉄琴 級王手 （て っ き ん）
ト ラ イ ア ン グ ル 三 角 鉄 （ ト ラ イ ア ン グル） 、 三 角 器 （ ト ラ イ ア ン グル ）
ト ラ ン ペ ッ ト l時IJ W� （ ら つ は ） 、 歩兵｜刷 ｜久 （ ト ラ ン ペ ッ ト ）
ト ロ ン ボ ー ン ト ロ ン ボ
ハ ー プ ハ ー プ、 立琴 （ハ ー プ） 、 ラ イ ル
ハ ー プ シ コ ー ド パ ー ピ ス コ ー ド 、 ハ ー ピ ス コ ー ト
パ ス ー ン バ ッ ス ー ン
パ ス ド ラ ム 大太鼓、 ヘー ス ヅ ラ ム
パ ン フ ルー ト パ ン デマ ン 笛
ピ ア ノ ピ ア ノ 、 ピ ヤ ノ 、 ピ ア ノ 一 、 ピヤ ノ フ ォ ル 卜 、 ピ ア ノ フ ォ ー テ、 洋琴、 洋琴（ ピ ア ノ ） 、 洋琴 （ ピ ア ー ） 、 洋琴 （ゃ う き ん）
フ ルー ト フ ル ー ト 、 フ リ ュ ー ト 、 高音機笛 （ ピ ウ テ ツ ト 、 フ リ ー ト ）
ホ ル ン デ ナ ホ ル ン
マ ン ド リ ン 8 絃琵琶 （ マ ン ド リ ン ）
不明 パ ン ハ ー ル モ ニ コ ン、 サ ツ プ ラ ノ 一、 大 l仰IW\ （お ほ ら つ ば）
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